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去
る
六
月
二
十
二
日
（
土
）、
国
際
ヨ
ガ
デ
ー

（
六
月
二
十
一
日
）
に
ち
な
み
、
朝
と
夜
に
ヨ
ー

ガ
、
坐
禅
を
体
験
で
き
る
行
事
を
開
催
し
ま
し

た
。
中
島
敬
子
先
生
の
指
導
の
も
と
合
計
四
十

名
の
方
が
参
加
さ
れ
、
静
寂
の
中
で
ご
自
身
の

身
体
と
心
に
向
き
合
う
静
か
な
時
間
を
過
ご
し

て
お
ら
れ
ま
し
た
。
次
回
の
開
催
は
十
月
を
予

定
し
て
お
り
ま
す
。

国
際
ヨ
ガ
デ
ー
イ
ベ
ン
ト

「
夏
至
の
リ
ト
リ
ー
ト
＠
大
安
寺
」

特
派
布
教
・
伝
道
車
巡
回　
法
話
を
聞
く
会

　
去
る
六
月
二
十
日
（
木
）、
曹
洞
宗
管
長
猊
下

の
名
代
で
あ
る
特
派
布
教
師
（
宮
崎
県
・
吉
井

泰
俊
老
師
）
に
よ
る
ご
法
話
を
中
心
と
し
た
、

法
話
を
聞
く
会
を
当
寺
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

十
五
年
に
一
度
の
貴
重
な
機
会
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
約
百
名
の
檀
信
徒
の
皆
さ
ん
が
足
を
お

運
び
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
午
前
十
時
、
下
北
地
区
の
曹
洞
宗
寺
院
の
住

職
・
副
住
職
諸
老
師
参
加
の
も
と
開
講
式
の
法

要
を
厳
修
。
東
北
管
区
教
化
セ
ン
タ
ー
主
監
・

北
村
暁
秀
師
に
よ
る
端
坐
指
導
を
経
た
後
に
行

わ
れ
た
吉
井
師
自
身
の
経
験
も
交
え
た
ご
法
話

に
、
時
に
笑
い
、
時
に
涙
し
な
が
ら
、
お
釈
迦

さ
ま
、
祖
師
方
の
み
教
え
の
数
々
を
頂
戴
し
ま

し
た
。
続
い
て
、
教
化
セ
ン
タ
ー
発
行
の
「
心

の
柱
」
の
解
説
ビ
デ
オ
が
上
映
さ
れ
、
会
は
盛

会
裡
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

一
泊
ニ
日
の
お
坊
さ
ん
体
験
！

「
下
北
こ
ど
も
寺
キ
ャ
ン
プ
二
〇
一
九
」

　
去
る
八
月
一
日（
木
）〜
二
日（
金
）に
か
け
て
、

小
学
生
を
対
象
と
し
た
宿
泊
研
修
行
事
が
、
む

つ
市
下
北
自
然
の
家
お
よ
び
当
寺
に
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
行
事
は
、
下
北
地
区
の
曹
洞
宗
寺
院
の

青
年
僧
の
団
体
「
曹
洞
宗
青
森
県
第
八
教
区
青

年
会
」
が
主
催
し
た
も
の
で
、
昨
年
か
ら
始
ま
っ

た
行
事
で
す
。
今
年
は
当
寺
が
当
番
寺
院
と
な

り
、
地
元
大
畑
地
区
の
小
学
生
を
は
じ
め
、
下

北
一
円
（
六
戸
町
か
ら
も
一
名
参
加
）
か
ら
十

八
名
の
子
供
た
ち
が
参
加
。
下
北
自
然
の
家
の

人
気
プ
ロ
グ
ラ
ム「
雨
の
一
粒
ハ
イ
キ
ン
グ
」（
沢

下
り
）、大
安
寺
に
宿
泊
し
て
の
「
坐
禅
」「
法
要
」

「
作
法
に
の
っ
と
っ
て
の
朝
食
（
お
粥
）」
な
ど

の
ほ
か
、
花
火
や
肝
試
し
な
ど
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
体
験
し
ま
し
た
。
高
温
多
湿
の
気
候
な
夏
ら

し
い
気
候
の
中
、
下
北
の
豊
か
な
自
然
を
満
喫

し
、
お
寺
な
ら
で
は
の
凛
と
し
た
雰
囲
気
を
味

わ
っ
た
子
供
た
ち
は
、
下
北
そ
し
て
お
寺
に
対

し
て
、
よ
り
愛
着
を
深
め
て
く
れ
た
の
で
は
と

感
じ
ま
し
た
。
来
年
度
は
、
東
通
村
で
の
開
催

を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
皆
さ
ん
の
お
子
さ
ん
、

お
孫
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

雨粒になりきって山から海へと下る
下北自然の家の人気プログラムに挑戦！

木野部の海で海水浴を楽しんだ後で、
ハイ、ポーズ！

大安寺に移動し、夏野菜たっぷりの精進カレー
をいただきました

ワクワクドキドキの肝試しの後は、
本堂前で賑やかに花火大会！

午前 6時に起床し、洗面を済ませたら
本堂で坐禅に挑戦！

生きとし生けるもの全ての幸福を祈る
朝の法要で般若心経をお唱えしました

慣れない雑巾がけにも一生懸命に
取り組みました。

作法にのっとって、朝の食事（お粥・お漬物・
胡麻塩）をいただきました

最後は、本堂で揃ってハイ、ポーズ！
また寺キャンプで会いましょう！

米
・
ポ
ー
ト
エ
ン
ジ
ェ
ル
ス
市
訪
問
団

坐
禅
・
茶
席
体
験

者
含
む
）
の
訪
問
団
が
、
む
つ
国
際
交
流
協
会

の
案
内
の
も
と
当
寺
を
訪
問
。
本
堂
で
の
坐
禅
、

庫
裡
中
広
間
で
の
茶
席
を
体
験
し
ま
し
た
。
坐

禅
体
験
で
は
慣
れ
な
い
作
法
に
積
極
的
に
挑
戦

し
、
静
寂
に
包
ま
れ
る
中
で
約
十
分
間
坐
禅
。

終
了
後
は
、「
貴
重
な
体
験
が
で
き
て
感
動
し
た
」

な
ど
の
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
茶
席
体
験

は
大
安
寺
茶
友
会
の
皆
さ
ん
が
指
導
。
正
座
に

苦
労
し
な
が
ら
も
、
美
味
し
そ
う
に
抹
茶
と
お

菓
子
を
召
し
上
が
る
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

　
去
る
七
月
十
日
（
水
）、
む
つ
市
の
姉
妹
都
市

で
あ
る
ア
メ
リ
カ
・
ポ
ー
ト
エ
ン
ジ
ェ
ル
ス
市

よ
り
、
高
校
生
を
中
心
と
し
た
十
九
名
（
引
率

写真提供：むつ国際交流協会

写真提供：曹洞宗東北管区教化センター

写真提供：曹洞宗青森県第 8教区青年会


